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くせヒゲリフト技術を用いたメンズシェーバー用
スリット外刃 
Slit Blade for Men’s Shaver with Beard-Lifting Technology 

 

 

要  旨 
 少ない回数で剃（そ）りあげることで肌ダメージを低減させることを目的に，寝ているくせヒゲを起こす機能
を設けた刃を開発した．シェービングによる剃り残しや肌ダメージの1つである肌の赤みは，欧州人で特に不満が
多い．これは，欧州人特有の寝ているヒゲが原因であることをデプス調査で明らかにした．寝ているヒゲをカッ
トするにはヒゲを起毛させるか，もしくは外刃の厚みを薄くする必要がある．外刃の厚みを薄くすると肌をカッ
トする危険性が増し，また，刃の強度も低下するため，スリット外刃にヒゲ起こし機能を設けたスリット刃を考
案した．ヒゲを起こす機能は，剃り残しを軽減させることで，何度もシェーバーを往復させる必要がなくなり，
肌の赤みなどの肌ダメージ軽減を可能にした．この機能により「剃り残し」，「肌の赤み」，「早剃り」で官能値が
現行の刃と比べ向上した. 
 
Abstract 

In order to reduce skin damage by shaving quickly, we have developed a special blade with a “beard-lifting function”. Europeans 
were dissatisfied with skin damage such as skin redness, and any “unshaved hairs” that remains after shaving. Fact-finding surveys of 
Europeans have revealed that these are caused by Europeans’ typical flat-lying hairs. In order to cut flat-lying hairs, it is necessary to 
raise the hairs or to reduce the thickness of the outer blade. When the thickness of the outer blade is reduced, the danger of cutting the 
skin increases, and the strength of the blade also decreases. Therefore, a slit blade having a “beard-lifting function” on the slit outer 
blade has been devised. With a “beard-lifting function”, it will be able to reduce “unshaved hairs”, so that it will be able to reduce the 
repeated motion of back and forth shaving, which leads to reduced skin damage such as skin redness. With this function, the sensory 
value improved in "Unshaved-hairs", “Skin redness”, and “Fast shaving” compared to the current blade. 

 

1．はじめに 

欧州向けのシェーバーを開発するために，欧州人のヒ
ゲ剃りに関するニーズをWebアンケート調査で把握した．
調査範囲は20代男性202名，40代男性204名，60代男性202
名の計608名の欧州人とした．第1図～第3図はWebアンケ
ートの調査結果である（複数回答可）．この結果から，欧
州人のシェーバーの不満点の上位には，剃り残し，肌の
赤み，長毛残りがあり，約半数のユーザーにおいて，赤 
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第1図  シェーバーの不満点 
Fig. 1 Points of dissatisfaction with current shaving tools
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第2図 赤み発生率 
Fig. 2 Incidence of redness after shaving
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第3図 長毛残り発生率 
Fig. 3 Incidence of unshaved long hairs after shaving
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みと長毛残りが首で発生している．このことから，首に
残っている長毛が剃れずに何度も繰り返し剃ることで赤
みやひりつきなどの肌ダメージが発生していると推定し
た．本報では，欧州人のニーズに応えるために，剃り残
し・赤み・長毛残りの原因を特定し，それらを解決する
ための特殊な刃を開発した． 

 

2．デプス調査 

剃り残し・赤み・長毛残りなどの発生原因を具体的に
調査するため，面談方式によるモニター評価（デプス調
査）で欧州人ヒゲと日本人ヒゲの特徴を比較した． 

 
2.1 実験方法 
ヒゲを3日間伸ばした長毛の状態で下記①～⑦の実験
を日本人（N=6）・欧州人（N=12）で実施した． 
① 首の左右に20 mm×20 mmの計測エリアを設定 
② ヒゲ特性（密度，太さ，起毛角，交差角）を計測[1] 
③ 左側のエリアを個人が満足するまで剃る 
④ 右側のエリアを押しつけ力8 Nで10回剃る 
⑤ 色差計で赤みを計測 
⑥ 剃り残しレベルを7段階で自己採点 
（1：まったく剃り残しがない，7：とても剃り残し
がある） 

⑦ ④～⑥を5セット実施 
③により，通常時の剃り回数を把握し，④～⑦により
肌の赤み・長毛の剃り残し発生原因について把握する．
シェーバーは，③は普段使用されているシェーバー，④
は当社製3枚刃シェーバーを用いた． 

 
2.2 結果 
〔1〕ヒゲ特性 
第1表に日本人と欧州人のヒゲ特性を示す．起毛角と
は，肌面からヒゲの立ち上り角度，交差角とはヒゲの剃
り方向に対するヒゲの向きである（第4図）．欧州人と日本
人のヒゲの大きな違いは，首において欧州人は，起毛角
が小さく，交差角が大きく密度が高いことである．一方，
鼻下では欧州人と日本人に大きな差は見られなかった． 

 
第1表 日本人と欧州人のヒゲ特性 
Table 1 Japanese and European beard characteristics 

ヒゲ特性 
日本人 欧州人 

鼻下 首 鼻下 首 
密度 [本/cm2] 49 21 57 47 
太さ [μm] 100 104 110 129 
起毛角 [deg] － 37 － 14 
交差角 [deg] － 17 － 64 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔2〕剃り回数・剃り残し 
第2表より，欧州人の通常剃り回数は日本人の約2倍で
ある．また，第5図の剃り残し官能値の評価結果におい
ては，欧州人の方が官能値は高く，剃り残しがあると感
じている．これは，起毛角が日本人と比べ小さいため，
ヒゲが刃に導入されにくく，カットできていないことが
原因だと考えた． 

 
第2表 日本人・欧州人の通常剃り回数 
Table 2 Average number of shaving strokes of Japanese and Europeans 

 平均剃り回数 [回] 
日本人（N=6） 30 
欧州人（N=12） 57 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
〔3〕肌の赤み 
第6図に剃り回数に対する肌の赤みの変化を示す．△
のプロットが日本人，○のプロットが欧州人の赤みの変
化率であるが，日本人に比べて欧州人の方が高い．この
ことから，欧州人の方が同一剃り回数でも肌の赤みが目
立つことがわかる．また，欧州人の通常時の剃り回数は
日本人の約2倍であることから，欧州人はシェービング後，
さらに日本人と比べ肌が赤くなりやすい．これは，剃り
回数の増加に従って赤み変化率が高くなることから，剃
り時のシェーバーと肌の摩擦により血管が拡張している
ことが原因であると推察される． 

第5図 剃り残し官能値 
Fig. 5 Sensory value for unshaved hairs

30° 

剃り方向 

交差角30° 

30°

肌

ヒゲ

剃り方向

起毛角30°

第4図 起毛角と交差角の定義 
Fig. 4 Definition of the Raising angle and Intersection angle 
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3．技術手段検討 

当社製シェーバーの3枚刃，4枚刃，5枚刃において，長
毛は中央に配置しているスリット刃，短毛は中央の刃以
外のネット刃と呼ばれるものでカットしている（第7図）．
スリット刃およびネット刃にはそれぞれ外刃・内刃があ
り，外刃から導入されたヒゲを内刃ではさみ切りしてカ
ットしている（第8図）[2]．従って，外刃に導入されな
いヒゲはカットすることができない． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
現行のスリット刃は外刃厚が0.3 mmあり，起毛角が小
さくヒゲの先端が外刃厚より上に出ていない長毛は内刃
までヒゲが届かずカットすることができない（第9図
（a））．また，スキュー部（スリット外刃の屈曲部）の
桟に接触してもヒゲを立ち上げてカットすることは難し

い（第9図（b））．前章で述べたように，ターゲットユー
ザーである欧州人のヒゲは，日本人と比べ起毛角が小さ
い．このことから，欧州人は長毛残り発生率の高い（第
3図）首に生えている長毛が外刃に導入されず，剃れな
いと考えられるため，カットするにはヒゲを起毛させる
か，もしくは外刃の厚みを薄くする必要がある．外刃の
厚みを薄くすると肌をカットする危険性が増し，また，
刃の強度も低下する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
そこで，スリット外刃にヒゲ起こし機能を設けたスリ
ット刃を考案した．現行のスリット外刃との違いは，ス
キュー部桟の短手断面形状（第9図（c））を逆向きのテ
ーパ形状としたことである（第10図（b））．これにより，
現行の刃では捉えることができなかった外刃厚0.3 mm以
下に寝ているヒゲを起こし，カットすることができる（第
10図（a））．第10図（b）に示すように，ヒゲに接触する
逆テーパ形状の突起のすくい高さ（エッジR）がヒゲ起
こし性能に大きく影響するが，これについては後述する. 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第6図 肌の赤み変化 
Fig. 6 Changing of skin redness after shaving
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第7図 刃の呼称と配置 
Fig. 7 Name and placement of the blade 
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第8図 ヒゲカットの原理 
Fig. 8 Principles of beard cutting 
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第9図 現行スリット刃による寝ている毛のカット 
Fig. 9 Cutting flat-lying hairs with the current slit blade 

第10図 逆テーパスリット刃による寝ている毛のカット 
Fig. 10 Cutting flat-lying hairs with the beard-lifting slit blade 
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また，導入されたヒゲすべてに起毛のチャンスを与え
るため，逆テーパ形状が存在するスキュー部の角度を鋭
角にした．本来，スキュー角度の狙いとしては，スリッ
ト外刃の桟につぶされたヒゲも導入する設計思想なので，
スキュー角度はそれを損なわない最大の角度とした．ヒ
ゲ起こし機能を設けたスリット刃は，現行に対して逆向
きのテーパ形状をしていることから，逆テーパスリット
刃と呼称する． 

 
3.1 すくい高さ検討 
〔1〕すくい高さ上限 
逆テーパスリット刃におけるヒゲの導入性効果を検証
するため，代用評価を実施した．ヒゲの直径が約0.12 mm
であることから，起毛角が0度であっても，逆テーパスリ
ット刃の突起のヒゲを起こす突起のすくい高さ（エッジ
R）をヒゲの半径以下（0.06 mm以下）にすればヒゲをす
くい上げる効果が高いと推測．塩ビシートに長毛を想定
した1.5 mmの人工毛を植毛したヒゲシートを作成し，現
行の刃と逆テーパスリット刃のすくい高さの水準を変え
たものとの長毛除去率を比較した．長毛除去率とは初期
の毛の総本数に対し，カットできた毛の割合である． 
代用評価は，当社製5枚刃シェーバーを用いて，第3表
記載の実験条件にて行った． 

 
第3表 実験条件 
Table 3 Experimental conditions 

毛の長さ [mm] 1.5 
起毛角・交差角 [度] 各0 
剃り速度 [mm/s] 5 
押しつけ力 [N] 3 
すくい高さ（エッジR）[mm] 0.02，0.05，0.06，0.09 

※毛の長さ0.5 mm未満でカットと判断 

 

〔2〕結果 
第11図に実験結果を示す．◆のプロットが現行のスリ
ット刃で，それ以外が逆テーパスリット刃である．現行
スリット刃とすくい高さ0.06 mm以下の逆テーパスリッ
ト刃の同一の剃り回数で比較すると，逆テーパスリット
刃は現行のスリット刃と比べ，低起毛の長毛除去率が約2
倍である．また，すくい高さが0.06 mmより大きいと長毛
除去率は小さい． 
以上のことから，0.06 mm以下の逆テーパスリット刃は，
現行のスリット刃よりも欧州人に対し剃り回数を減らす
有効な技術手段であることがわかった． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔3〕すくい高さ下限 
代用評価により，逆テーパスリット刃のすくい高さを

0.06 mm以下にすれば，早剃りの見込みがあるが，すくい
高さが小さくなりすぎると，肌への刺激となる恐れがあ
る．そこで肌への刺激なくヒゲをすくえる，すくい高さ
の下限を検討するため，官能評価を実施した．官能評価
は左右半顔ずつ現行刃と逆テーパスリット刃との剃り比
べで行い，すくい高さは0.02 mm，0.025 mm，0.05 mmの3
水準で行った．その結果，すくい高さを0.025 mm以上に
すれば肌への刺激がないことがわかった． 

 

4. 実感効果の検証 

代用評価により，逆テーパスリット刃は欧州人に対し
有効な技術手段であることがわかったが，実感効果があ
るかわかっていない．そこで，8名の欧州人に実際にヒゲ
を剃ってもらい，官能評価により効果を検証した．評価
は各項目に対し5段階で評価した．  

 
4.1 実験条件 
モニターはヒゲを3日間伸ばした長毛の状態で評価し
た．現行スリット刃のシェーバーを「シェーバーA」，逆
テーパスリット刃を「シェーバーB」としてブラインド
試験とした．すくい高さは，長毛除去率に有効で，肌へ
の刺激がない水準で評価した．比較方法としては半顔を
シェーバーA，もう半顔をシェーバーBで剃り，AとBを
相対評価した． 

 
4.2 結果 
第12図に評価結果を示す．縦軸が官能値で横軸が各項
目である．官能値は数値が高いほど逆テーパスリット刃
の方が良いことを示している． 
すべての項目で逆テーパスリット刃の方が評価結果は 

第11図 剃り回数に対する長毛除去率の比較 
Fig. 11 Relationship between the shaving rate of long hairs

and the number of shaving strokes 
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良く，「剃り残し」で＋0.75point，「早剃り」で＋1.13point，
また有意差はないものの「肌の赤み」で＋0.25point，現
行スリット刃より高くなった． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5．まとめ 

欧州市場のシェア拡大のため，欧州人向けのシェーバ
ーの技術開発を行った．欧州人の不満点である剃り残し
や肌の赤みなどの肌ダメージ低減のため，欧州人特有の
起毛角が小さいヒゲを少ない回数で剃りあげる刃の開発
をした．技術手段としては，ヒゲ起こし機能を設けたス
リット刃を開発し，代用評価により現行のスリット刃よ
りも少ない回数で長毛を剃りあげる効果があることがわ
かった．また官能評価においても，すべての項目で逆テ
ーパスリット刃の方が評価結果は良く，「剃り残し」，「肌
の赤み」，「早剃り」において現行スリット刃より高くな
った．以上のことから，剃り回数を減らすことで肌ダメ
ージを低減する刃を開発することができた． 
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第12図 欧州人モニター官能評価結果 
Fig. 12 Sensory evaluation results of European monitors

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

剃
り
残
し

赤
み

早
剃
り

ヒ
リ
ツ
キ

深
剃
り

ス
ム
ー
ズ
に
剃
れ
る

髭
引
き

肌
当
た
り

肌
へ
の
優
し
さ

総
合
評
価

****** 
* * 

官
能
値
 

良 

悪 

 **  p < 0.01 
   *  p < 0.05  

ヒ
ゲ
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 450
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.98667
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 450
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


